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令
和
4
年
度
第
4
回
理
事

会
を
3
月
9
日（
木
）長
野
市

内
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
に
先
立
ち
、
県
危
機

課
長
を
歴
任
し
、
国
や
地
方

自
治
体
の
各
種
委
員
や
数
多

く
の
講
師
を
経
験
さ
れ
、
平

成
26
年
に
は
、
リ
ス
ク
ウ
ォ
ッ

チ
（
危
機
管
理
）事
業
を
立
ち

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

け
が
人
の
全
身
チ
ェ
ッ
ク
や
ク

リ
ブ（
木
材
）と
バ
ー
ル
を
使
っ

た
救
助
技
術「
ク
リ
ビ
ン
グ
」

実
技
を
解
説
す
る
な
ど
、
実

践
的
で
熱
意
の
こ
も
っ
た
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

受
付
、
進
行
、
活
動
報
告

な
ど
、
当
日
の
運
営
は
県
女

性
消
防
団
員
活
性
化
会
議
の

メ
ン
バ
ー
が
担
当
。
女
性
消
防

団
員
は
じ
め
団
幹
部
に
、
日

頃
の
消
防
団
活
動
へ
の
自
信

と
意
欲
を
高
め
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

令
和
5
年
2
月
26
日（
日
）

長
野
市
内
で
県
女
性
消
防
団

員
活
性
化
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
は
県
と
当
協
会

の
共
催
で
2
回
目
。
女
性
消

防
団
員
71
名
を
含
む
1
6
6

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、（
一
社
）R
I
S

K 

W
A
T
C
H
顧
問
の
長
谷

川
祐
子
氏
を
招
き「
女
性
消
防

団
員
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
〜

救
護
活
動
、
避
難
所
運
営
な

ど
〜
」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

長
谷
川
氏
は
、
在
日
米
軍

横
須
賀
基
地
消
防
隊
の
予
防

　

隊
員
が
少
な
く
適
切
な
人
数
の
チ
ー
ム
を
編
成
で
き
な
い
、
隊

員
が
少
人
数
の
た
め
一
人
の
負
担
が
大
き
い
、
地
区
大
会
を
行
わ

な
い
な
ど
の
理
由
で
単
独
の
消
防
団
で
ラ
ッ
パ
隊
を
組
織
す
る
こ

と
が
難
し
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
第
4
回
理
事
会
に
お

い
て
、
複
数
の
消
防
団
か
ら
隊
員
を
集
め
た
連
合
チ
ー
ム
も
県
大

会
に
参
加
可
能
で
あ
り
、
隊
員
構
成
は
地
区
消
防
協
会
の
判
断
と

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

管
理
部
前
沢
直
隆
部
長
か
ら

来
賓
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
会
議
の
時
間

を
借
り
て
、
前
正
副
会
長
へ

の
感
謝
状
贈
呈
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
主

な
議
案
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
令
和
5
年
度
事
業
計
画

（
次
項
）

②
令
和
5
年
度
収
入
支
出
予

算（
別
表
）

③
長
野
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法

大
会
操
法
実
施
要
領
・
操

法
大
会
審
査
要
領
の
一
部

改
正

④
第
32
回
県
消
防
ラ
ッ
パ
吹

奏
大
会
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
審

査
員
の
承
認

東
信　

柴
田
隆
一
氏（
上
田
市
）

南
信　

登
内
正
樹
氏（
伊
那
市
）

中
信　

山
田　

勝
氏（
木
曽
町
）

北
信　

丸
山
栄
三
氏（
須
坂
市
）

⑤
県
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

へ
の
消
防
団
連
合
チ
ー
ム

の
参
加
に
つ
い
て（
記
事

参
照
）

　

ま
た
、
協
議
事
項
と
し
て

来
年
度
の
県
消
防
ポ
ン
プ
操

法
大
会
・
県
消
防
ラ
ッ
パ
吹

奏
大
会
実
施
要
綱
等
に
つ
い

て
検
討
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
意
見
交
換
と
し
て
、

消
防
団
員
の
確
保
対
策
や
広

報
活
動
に
つ
い
て
、
理
事
か

ら
各
協
会
、
団
の
考
え
方
や

取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。

第
4
回
理
事
会
開
催

令
和
5
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
決
ま
る

支　　　　　　出
科 目 R5 年度（A）R4 年度（B） 比較（A-B） 説　　明

広 報 事 業 費 351 420 △ 69 信州消防
年 3 回発行

予 防 宣 伝 対 策
事 業 費 471 916 △ 445

県女性消防団員
活性化会議
啓発物品発送等

教 養 訓 練 事 業 費 9,001 8,793 208 県消防操法大会等

表 彰 事 業 費 2,125 1,993 132 定例表彰等

弔 慰 救 済 事 業 費 1,782 2,412 △ 630 慰霊祭、
弔慰見舞金等

管 理 費 11,631 11,824 △ 193 人件費、会議費

特 別 積 立
預 金 支 出 206 198 8

当期支出合計（C) 25,567 26,556 △ 989

当期収支差額（A-C） △ 425 △ 381 △ 44

次期繰越収支差額（B-C） 6,157 7,271 △ 1,114

収　　　　　　入
科 目 R5 年度（A）R4 年度（B） 比較（A-B） 説　　明

基 本 財 産
運 用 収 入 6,906 6,906 0 基本財産運用収入

事 業 収 入 5,869 6,105 △ 236 福祉共済事業加入
事務費交付金

長 野 県
補 助 金 収 入 5,150 5,150 0 県消防操法等

開催補助金
日 本 消 防 協 会
補 助 金 収 入 4,734 4,788  54 日本消防協会

補助金

雑 収 入 2,483 3,226 △ 743

財 政 調 整
積 立 金 取 崩 収 入 0 0 0

当期収入合計（A） 25,142 26,175 △ 1,033

前期繰越収支差額 6,582 7,652 △ 1,070

収 入 合 計（B） 31,724 33,827 △ 2,103

 ◆ 令和 5 年度 収入支出予算書
（単位：千円）

長
野
県
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会
開
催

第 4 回 理事会 3 月 9 日

県女性消防団員活性化大会 2月26日

県
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
へ
の
消
防
団
連
合
チ
ー
ム
の
参
加
に
つ
い
て
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◆ 令和 5 年度 【事　業　計　画　書】
事　　　　業　　　　名 実　　　施　　　項　　　目 内　　　　　　　　　容

Ⅰ　会　　　　　　　　議

1　県消防協会関係
　（1）定時評議員会
　（2）理事会
　（3）正副会長会議
　（4）専門委員会
　（5）表彰審査委員会
　（6）参与会
　（7）監査会
2　日本消防協会関係
　（1）評議員会
　（2）関東甲信地区消防協会会議
　（3）関東甲信地区消防協会事務局長会議
　（4）都道府県消防協会事務局長会議

1 回　6 月 6 日（火）
3 回　5 月 18 日（木）・12 月・3 月
必要の都度
12 月　必要の都度
9 月 6 日（水）
11 月上旬
5 月 11 日（木）

6 月 22 日（木）・3 月 7 日（木）　東京都
6 月 15 日（木）〜 16 日（金）　山梨県
12 月 7 日（木）〜 8 日（金）　栃木県
2 月　東京都

Ⅱ　防 災 思 想 啓 発

1　広報事業
　（1）機関紙発行
　（2）ホームページ
　（3）フェイスブック
2　防火意識の高揚
　（1）定期火災予防運動
　（2）特別火災予防運動
　（3）各種防火イベントへの参加
3　防災運動
　（1）安全運動
　（2）防災運動
4　消防活動への協力依頼
5　女性消防団員の活性化推進

機関紙「信州消防」年 3 回発行、各市町村、消防団員、消防関係者へ配布
各種事業の周知・実施報告、信州消防団応援ショップ事業、地区消防
協会の活動内容を掲載。消防団員募集は新たに HP にコーナーを作成

秋（11 月）春（3 月）
随時
随時、全日本消防人共済会の小・中学生防火ポスター、作文募集事業（7 〜 8 月）
随時
国民安全の日（7 月 1 日）防災の日（9 月 1 日）
救急の日（9 月 9 日）119 番の日（11 月 9 日）消防記念日（3 月 7 日）
消防団員の勤務事業所等への協力依頼文の作成・配布
長野県女性消防団員活性化会議の開催、活性化大会の内容検討

Ⅲ　消 防 施 設 整 備 改 善 1　消防用施設・機械器具の整備
2　消防用車両等の交付申請

必要に応じ国県等に対し請願・陳情等
日本消防協会が行う消防用車両等の交付先消防団の推薦等

Ⅳ　消 防 技 術 研 修 教 育

1　第 65 回長野県消防ポンプ操法大会
2　第 32 回長野県消防ラッパ吹奏大会
3　ラッパ吹奏講習会
4　第 13 回長野県消防団長・事務担当者研修大会
5　消防団員指導員研修
6　副団長講習会
7　第 50 回消防団幹部特別研修
8　第 23 回消防団幹部候補中央特別研修
9　第 25 回全国女性消防操法大会
10 第 28 回全国女性消防団員活性化石川大会

長野県消防学校　7 月 23 日（日）
同上
長野県消防学校　4 月 22 日（土）
松本市　10 月 18 日（水）
長野県消防学校　12 月 14 日（木）〜 15 日（金）　40 名程度
長野県消防学校　6 月 10 日（土）
日本消防協会事業へ参加（1 月）　北信ブロックから 1 名
日本消防協会事業へ参加（2 月）　東・南・中信各ブロックから男女各 1 名
東京都　10 月 21 日（土）
石川県金沢市　11 月 16 日（木）

Ⅴ　消防制度等研究改善 　国・県・日消に対し請願・陳情 必要に応じ実施

Ⅵ　消 防 関 係 者 の 表 彰

1　表彰
　（1）長野県消防協会長表彰
　（2）日本消防協会長表彰
　（3）長野県民の消防員表彰

消防関係者等の表彰　1 月
消防関係者等の表彰　3 月
消防団の表彰　2 月

Ⅶ　共済・福利厚生・弔慰救済

1　弔慰救済
　（1）長野県消防関係殉職者慰霊祭
　（2）弔慰金・見舞金の支給
　（3）罹災者に対する見舞金の支給
2　殉職消防関係者遺児の激励
3　信州消防団員応援ショップ事業への協力
4　日本消防協会等福祉共済事業
　（1）第 42 回全国消防殉職者慰霊祭
　（2）消防団員等福祉共済
　（3）消防個人年金
　（4）婦人消防隊員等福祉共済
　（5）消防育英会

長野市花岡平　9 月 6 日（水）　県消防長会当番
その都度
その都度
図書カードを贈呈し激励（12 月）
長野県との共催事業

東京都　ニッショーホール　9 月 14 日（木）　遺族代表者等出席
加入促進（随時）、消防団員等公務災害補償等実務研修会（松本市 11 月）
同上
同上
日本消防協会事業の支援

Ⅷ　基 本 財 産 等 の 運 用 1　基本財産の有効運用
2　運用財産の有効運用

Ⅸ　そ　　　の　　　他 1　関係団体との連絡調整
2　地区協会との連携強化

市長会、町村会、消防長会等
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野
放
送
本
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者

・
団
体
の
部　

　

長
野
市
消
防
団（
松
木
道
夫
団
長
）

・
個
人
の
部　

　

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部

　

消
防
司
令　

大
久
保　

篤 

氏

〇
第
49
回
消
防
団
幹
部
特
別
研
修

 

（
日
本
消
防
協
会
）

　

1
月
17
日（
火
）か
ら
20
日（
金
）ま

で
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
県
参
加
者

　

軽
井
沢
町
消
防
団

　
　

団
長　

柏
木　

智
良

〇
第
22
回
消
防
団
幹
部
候
補

　
中
央
特
別
研
修（
日
本
消
防
協
会
）

　

男
性
消
防
団
員
の
部
が
2
月
1
日

（
水
）か
ら
3
日（
金
）、
女
性
消
防
団

員
の
部
が
2
月
15
日（
水
）か
ら
17
日

（
金
）ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
県
参
加
者

・
男
性
消
防
団
員
の
部

　

飯
島
町
消
防
団

　
　

班　
　

長　

中
塚　
　

駿

　

木
曽
町
消
防
団

　
　

班　
　

長　

上
垣
外
浩
平

　

木
島
平
村
消
防
団

　
　

副
分
団
長　

嘉
部　

義
雄

・
女
性
消
防
団
員
の
部

　

南
箕
輪
村
消
防
団

　
　

団　
　

員　

赤
堀　

優
未

　

安
曇
野
市
消
防
団

　
　

団　
　

員　

門
田　

悠
希

　

長
野
市
消
防
団

　
　

団　
　

員　

北
澤　

菜
央

〇
指
揮
幹
部
科（
県
消
防
学
校
）

　

分
団
指
揮
課
程
が
3
月
3
日

（
金
）・
4
日（
土
）、
現
場
指
揮
課
程

が
3
月
10
日（
金
）・
11
日（
土
）と
17

日（
金
）・
18
日（
土
）の
2
回
開
催
さ

れ
、
消
防
団
員
1
1
0
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
協
会
長
講
話
と
し
て
、

分
団
指
揮
課
程
で
上
條
会
長
が
、
現

場
指
揮
課
程
で
は
福
澤
副
会
長
が
そ

れ
ぞ
れ
現
場
と
指
導
経
験
を
踏
ま
え

た
実
践
的
な
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
75
回
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

は
、
3
月
3
日（
金
）、
東
京
都
内
で

行
わ
れ
、
全
国
で
1
3
8
団（
隊
）

1
2,
3
6
8
名
が
、本
県
で
は
4
団

1
9
7
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

・
優
良
消
防
団（
表
彰
旗
）

　

小
諸
市
消
防
団

・
優
良
消
防
団（
竿
頭
綬
）

　

諏
訪
市
消
防
団

　

塩
尻
市
消
防
団

　

阿
智
村
消
防
団

・
功
績
章 

34
名

・
精
績
章 

80
名

・
勤
続
章 

83
名

　

総
務
省
消
防
庁
に
よ
る
表
彰
式

が
、
3
月
10
日（
金
）、
東
京
都
内
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
本
県
関
係
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◆
消
防
庁
長
官
定
例
表
彰

・
永
年
勤
続
功
労
者
章 

33
名

・
表
彰
旗 

2
団
体

　

売
木
村
消
防
団

　

南
相
木
村
消
防
団

・
竿
頭
綬 

2
団
体

　

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
・

　

東
御
市
消
防
団（
連
名
）

　

木
曽
広
域
消
防
本
部
・

　

木
曽
町
消
防
団（
連
名
）

◆
消
防
団
等
地
域
活
動
表
彰

　

全
国
8
団
体
う
ち
本
県
2
団
体

　

青
木
村
消
防
団

　

阿
智
村
消
防
団

　

N
B
S
長
野
放
送
主
催
に
よ
る

第
25
回
長
野
県
民
の
消
防
員
の
表
彰

式
が
3
月
4
日（
土
）、
長
野
市
の
長

人
事
異
動

令
和
5
年
4
月
1
日
付

○
危
機
管
理
部

【
転
　
入
】

・
危
機
管
理
部
次
長

　

塩
川
ひ
ろ
恵（
農
業
政
策
課
長
）

【
転
　
出
】

・
危
機
管
理
監
兼
危
機
管
理
部
長
へ

　

前
沢　

直
隆（
危
機
管
理
部
長
）

・
環
境
部
長
へ

　

諏
訪　

孝
治（
危
機
管
理
部
次
長
兼
参
事

　
（
ワ
ク
チ
ン
接
種
担
当
））

【
退
　
職
】（
3
月
31
日
付
）

・
危
機
管
理
監

　

五
十
嵐
萬
寿
男

○
危
機
管
理
部
消
防
課

【
転
　
入
】

・
消
防
課
長

　

小
野　

政
仁（
職
員
課
長
）

・
課
長
補
佐
兼
消
防
係
長（
幹
事
）

　

市
村　

敏
実

　
（
次
世
代
サ
ポ
ー
ト
課
課
長
補
佐
）

・
主
任（
幹
事
）

　

小
山　

和
也

　
（
諏
訪
広
域
消
防
本
部
岡
谷
消
防
署
主
査
）

【
採
　
用
】

・
主
事（
幹
事
）

　

北
原　

仁
美

【
転
　
出
】

・
農
政
部
次
長
へ

　

柳
沢　
　

剛（
消
防
課
長
・
常
務
理
事
）

・
佐
久
建
設
事
務
所
次
長
へ

　

今
井　

洋
幸（
企
画
幹
兼
課
長
補

佐
兼
総
務
・
通
信
係
長
・
幹
事
）

・
企
画
幹
兼
課
長
補
佐（
幹
事
）へ

　

南
沢　
　

潤

　
（
企
画
幹（
消
防
防
災
航
空
担
当
））

・
税
務
課
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
へ

　

田
川　

秀
和

　
（
課
長
補
佐
兼
消
防
係
長
・
幹
事
）

・
岳
南
広
域
消
防
本
部
総
務
課
主
査
へ

　

小
橋　
　

遼（
主
任
・
幹
事
）

第
75
回 

日
本
消
防
協
会

 

定
例
表
彰

消
防
庁
に
よ
る
表
彰
式

第
25
回 

長
野
県
民
の

 

消
防
員
表
彰

各
種
研
修
行
わ
れ
る

上條会長講義福澤副会長講義

受賞者　長野市松木道夫団長（県副会長）

前列一番左　青木村小林忠彦団長　前列一番右　阿智村奥澤享央団長
 後列一番右　阿智村熊谷祐太副団長

消防団員とご家族のご利用を
お待ちしております。
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飯
田
市
は
、
日
本
の
中
央
、
長
野

県
の
最
南
端
に
位
置
し
、
南
北
に
天

竜
川
が
貫
き
谷
地
形
が
広
が
り
ま
す
。

ま
た
、
豊
か
な
自
然
と
優
れ
た
景
観
、

四
季
の
変
化
に
富
み
、
動
植
物
の
南

北
限
と
い
う
気
候
風
土
に
恵
ま
れ
、

人
口
約
9
万
8
千
人
、
市
域
面
積

6
5
8
・
6
6
㎢
と
広
大
で
す
。

　

養
蚕
や
水
引
な
ど
の
伝
統
産
業
に

よ
り
発
展
し
て
き
た
飯
田
市
は
、
現

在
で
は
先
端
技
術
を
導
入
し
た
精
密

機
械
、
電
子
光
学
の
ハ
イ
テ
ク
産
業

を
は
じ
め
、
春
夏
秋
冬
、
太
陽
と
大

地
の
恵
み
を
存
分
に
受
け
た「
旬
」
を

堪
能
で
き
る
の
も
魅
力
で
す
。

　

飯
田
市
の
未
来
構
想
と
し
て
掲
げ

る「
目
指
す
ま
ち
の
姿
」
と
リ
ン
ク
す

る
よ
う
に
、「
2
0
2
3
年
版　

住

み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で

総
合
部
門
第
1
位
と
な
り
、「
若
年
層

が『
住
み
た
い
』
と
思
う
ま
ち
づ
く
り
」

へ
と
加
速
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
は
、
東
京

ま
で
約
40
分
、
名
古
屋
ま
で
約
20
分

と
移
動
時
間
の
大
幅
な
短
縮
と
な
り
、

産
業
立
地
の
可
能
性
の
向
上
、
交
流

人
口
の
増
加
、
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
享
受
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、当
団
は
1
本
部
、5
方
面
隊
、

18
個
分
団
で
構
成
さ
れ
、
団
員
の
条

例
定
数
は
1
，
2
0
5
名
で
す
。

　

団
本
部
は
団
長
以
下
9
名
の
本
部

員
の
他
に
、
女
性
部
、
救
護
部
、
広

報
部
、
音
楽
隊
班
、
ラ
ッ
パ
隊
、
及

び
機
動
救
助
隊
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
は
、

地
域
住
民
と
の
連
携
を
重
要
事
項
と

し
、
消
防
力
・
防
災
力
の
要
で
あ
る

消
防
団
の
強
化
を
図
る
た
め
、
飯
田

市
第
12
次
消
防
力
整
備
計
画（
5
か
年

計
画
）に
基
づ
き
、
団
員
の
質
向
上
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
音
楽
隊

班
及
び
ラ
ッ
パ
隊
の
音
楽
を
と
お
し

広
報
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

飯
田
市
消
防
団
は
、
消
防
力
の
維

持
と
質
向
上
の
た
め
に
団
員
の
誰
も

が
機
関
運
用
に
始
ま
る
送
水
操
作
や
、

有
効
注
水
を
可
能
に
す
る
筒
先
操
作

が
で
き
る
こ
と
を
基
本
方
針
に
掲
げ
、

訓
練
及
び
活
動
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

配
備
資
機
材
の
有
効
な
利
活
用
、
指

揮
命
令
系
統
を
活
か
し
た
情
報
共
有
、

臨
機
応
変
な
対
応
力
等
と
い
っ
た「
備

え
よ
常
に
」
を
目
指
す
こ
と
が
、
今

の
消
防
団
に
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

有
効
に
活
動
展
開
す
る
た
め
に
も
、

基
本
訓
練
に
始
ま
り
消
防
職
員
の
指

導
に
よ
る
実
災
害
に
即
し
た
訓
練
へ

と
変
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
専
門
家
を

講
師
に
機
関
講
習
で
構
造
と
取
扱
い

を
学
び
、
実
践
的
な
中
継
送
水
訓
練

や
想
定
訓
練
等
へ
と
移
行
し
て
い
く

と
い
う
、
知
識
と
技
術
の
習
得
に
主

眼
を
置
い
た
訓
練
は
効
果
的
で
す
。

　

大
規
模
災
害
に
対
応
す
る
こ
と
を

目
的
に
発
足
し
た
機
動
救
助
隊
で
は
、

基
本
的
な
資
機
材
取
扱
い
訓
練
、
倒

壊
家
屋
か
ら
の
要
救
助
者
救
出
訓
練

等
、
消
防
職
員
を
講
師
に
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
び
、
ま
た
、
女
性
部
を
中

心
に
企
画
実
施
す
る
防
災
講
習
会
、

災
害
医
療（
ト
リ
ア
ー
ジ
等
含
む
）の

講
習
等
を
と
お
し
、
避
難
所
及
び
救

護
所
活
動
を
知
る
と
い
っ
た
、
地
域

防
災
力
の
中
核
と
し
て
活
躍
す
る
消

防
団
員
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
3
年
ぶ
り
に

開
催
し
た「
飯
田
市
消
防
出
初
式
」
で

は
、
団
員
を
陰
で
支
え
る
家
族（
各
分

団
1
名
、
計
18
名
）を
表
彰
す
る「
家

族
表
彰
」
を
行
い
、
当
日
は
総
代
と

な
っ
た
ご
家
族
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
、

場
内
の
雰
囲
気
も
非
常
に
和
み
ま
し

た
。

　

今
現
在
、
全
国
的
に
も
課
題
と

な
っ
て
い
る
団
員
不
足
の
状
況
に
お

い
て
、
消
防
団
に
求
め
ら
れ
る
役
割
、

そ
し
て
期
待
の
増
大
は
、
一
人
ひ
と

り
の
団
員
の
負
担
増
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。
若
年
層
の
減
少
は
著
し
く
、

新
入
団
員
の
確
保
は
困
難
を
極
め
ま

す
。
引
続
き
地
域
と
連
携
し
た
勧
誘

や
広
報
部
に
よ
る
S
N
S
、
チ
ラ
シ

等
を
利
活
用
し
た
広
報
活
動
を
行
い

つ
つ
、
限
り
あ
る
マ
ン
パ
ワ
ー
で
い
か

に
的
確
で
有
効
な
活
動
が
行
え
る
か

を
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。「
地
域
の
こ
と
は
消

防
団
に
聞
け
ば
全
て
分
か
る
」
と
住

民
の
皆
様
か
ら
言
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
地
域
密
着
性
を
活
か
し
た
活
動

を
今
後
も
続
け
て
い
き
ま
す
。
消
防

団
活
動
の
最
終
形
態
と
し
て
、
地
域

か
ら
お
預
か
り
し
た
団
員
が
在
籍
中

に
行
事
、
訓
練
及
び
人
間
関
係
を
通

じ
、
成
長
し
た「
人
財
」
と
し
て
地
域

へ
戻
る
事
が
、
飯
田
市
消
防
団
の
目

指
す
持
続
可
能
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、

飯
田
市
ワ
ン
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
し

て
い
け
る
よ
う
、
未
来
に
向
か
っ
て
一

歩
ず
つ
進
ん
で
い
き
ま
す
。

飯
田
市 

ワ
ン
チ
ー
ム

 

～
未
来
へ
向
か
っ
て
～

飯
田
市
の
紹
介

飯
田
市
消
防
団
の
紹
介

飯
田
市
消
防
団
の
活
動

最
後
に

飯田市消防団
団長　坂巻　剛弘

飯田市消防出初式
家族表彰

消防職員指導による
倒壊家屋を想定した救助訓練

消防職員指導による
長距離中継送水訓練

消防職員指導による送水訓練

講師をお招きして行った防災講習会


